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研究者として成長できる 教育 ・ 労働条件を実現しよう

（１）　第１７３号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　週刊あのつ　　　　　　　　　　　　　２０１７年　６月２７日（火）

学
部
長
と
の

懇
談
速
報

どんなメニューがあるのか

まずは教授会で紹介
「
サ
テ
ラ
イ
ト
も
論
文
に
つ
な
が
る
も
の
に
」
第
４
回
執
行
委
員
会

で
の
議
論
か
ら

　
先
週
19
日
、
第
４
回
執
行
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
全
体
と
し
て
「
３
つ
の
悪
循
環
」
―
―
給
与
、
研
究
条
件
、
多

忙
化
を
ど
う
克
服
す
る
か
、
と
い
う
課
題
の
な
か
で
、
以
下
の
よ

う
な
議
論
が
あ
り
ま
し
た
。

　「
サ
テ
ラ
イ
ト
な
ど
で
市
町
村
長
等
か
ら
求
め
ら
れ
る
も
の
は
、

た
と
え
ば
市
場
開
拓
な
ど
目
立
つ
と
こ
ろ
に
限
定
さ
れ
、
社
会
シ

ス
テ
ム
構
築
と
社
会
科
学
の
役
割
と
噛
み
合
っ
て
い
な
い
。
市
町

村
長
の
任
期
が
４
年
で
あ
り
、
そ
の
間
に
成
果
を
あ
げ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
の
が
背
景
に
あ
る
」。

　「
地
域
貢
献
」
に
よ
っ
て
市
町
村
か
ら
い
い
と
こ
取
り
さ
れ
る
の

で
は
な
く
、
各
自
の
研
究
内
容
と
密
接
に
リ
ン
ク
す
る
内
容
に
す

る
よ
う
な
と
り
く
み
に
す
べ
き
、
と
い
う
も
の
で
す
。「
消
耗
し
な

い
と
り
く
み
」
―
―
学
部
に
そ
の
配
慮
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　
そ
の
他
、
学
部
長
と
の
懇
談
を
受
け
て
、
サ
バ
テ
ィ
カ
ル
等
の

研
究
条
件
の
充
実
に
つ
い
て
、
議
論
し
ま
し
た
。
学
部
の
将
来
の

構
想
や
あ
り
方
と
関
連
さ
せ
た
議
論
が
必
要
で
す
。

新
入
組
合
員
歓
迎
会 

７
月
12
日

詳
細
は
後
日
。

日
程
だ
け
入
れ
て
く
だ
さ
い

組
合
も
み
な
さ
ん
の
ご
意
向
を

お
う
か
が
い
し
ま
す

　
先
週
19
日
（
月
）
昼
休
み
、

サ
バ
テ
ィ
カ
ル
等
の
研
究
条
件

整
備
に
つ
い
て
、
学
部
長
・
副

学
部
長
と
懇
談
し
ま
し
た
。

　「
90
年
代
の
在
外
研
究
で
は
、

け
っ
こ
う
行
っ
て
い
ま
す
。
若

手
で
も
ほ
ぼ
毎
年
行
っ
て
い
た

の
で
は
な
い
か
。
こ
こ
で
推
薦

順
位
を
一
位
を
も
ら
え
れ
ば
い

け
る
と
か
、
だ
い
た
い
わ
か
る
。

今
年
は
２
位
だ
っ
た
か
ら
、
来

年
は
考
慮
す
る
み
た
い
な
。
そ

の
頃
は
、
そ
の
専
門
分
野
が
責

任
を
と
る
ん
だ
と
い
う
形
で
、

留
守
を
守
る
人
が
多
少
授
業
を

増
や
し
て
も
し
か
た
が
な
い
み

た
い
な
、
そ
う
い
う
感
じ
だ
っ

た
。
そ
こ
で
学
部
の
委
員
会
で

順
位
を
つ
け
て
調
整
し
て
い
た

と
思
う
」
―
―
こ
の
安
食
学
部

長
の
説
明
を
受
け
て
、
今
後
の

話
に
な
り
ま
し
た
。

　
藤
田
副
学
部
長
か
ら
も
、「
今

で
き
る
の
は
、
ど
ん
な
制
度
が

あ
っ
て
、
ど
ん
な
ふ
う
に
利
用

で
き
る
の
か
と
い
う
こ
と
と
、

利
用
す
る
に
あ
た
っ
て
の
問
題

点
を
整
理
す
る
こ
と
」
と
の
発

言
が
あ
り
ま
し
た
。

　
方
向
性
と
し
て
は
、
ま
ず
は

教
授
会
で
諸
制
度
の
全
体
像

を
紹
介
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
組
合
は
そ
れ
を
受
け
て
、

み
な
さ
ん
の
ご
意
向
を
お
う

か
が
い
す
る
と
り
く
み
を
し
ま

す
。



非正規教職員の無期転換権を適正に保障させよう
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防
衛
省
「
安
全
保
障
技
術
研
究
推
進
制
度
」

「
三
重
大
で
は
応
募
し
な
い
」

６
月
21
日
教
育
研
究
評
議
会
で
確
認

軍事研究させない県民アピール運動と三重大学の状況
高山　進（生物資源学部名誉教授、日本科学者会議三重支部代表幹事）

　日本科学者会議三重支部は2016年 11月初めに県内の市民団体を巻き込

む軍学共同反対運動を着想した。 この問題の議論は大学に閉じてはいけな

い、 という想いがあった。……市民向けのアピールの草案作りに取り掛かり、

12月7日参院選の過程で作られたMLを通じ、 県内市民団体へ 「三重県

民アピール」 賛同署名を呼びかけた。

　また 2017年 1月31日に三重大学で行われた益川氏講演会 「学問と平和

について考える」 において、 氏は 「市民が科学者に軍事研究に関わるなと

教えなければいけない」 と言われた。中日新聞は 「立ち見が出るほど熱気に

包まれた会場」 と報じた。すでにその頃約50の市民団体が署名に参加して

おり、 約 250人の参加者のうち約半数は県民アピール関係からの参加者と

思われる。

　2月22日に、 58団体が署名した 「三重県民アピール」 を三重大学駒田

学長へ提出し面談することができた。参加者は大学関係者が3名、市民団

体から 5名の8名で経過や趣旨の説明、 参加者の想いの表明の後、 駒田

学長から次の見解表明があった。①みなさんの想いは理解し、重く受け止め

る。② 4月の学術会議の最終報告をふまえて、三重大学の方針を打ち出す。

③大学は学長の一存では動かないが、全学部の総意を固めたい、 と。

　こうして三重支部が支えた県民アピール運動と益川氏講演会は、（偶然も

重なり） タイミングよく連動することになった。 この間ある理事が益川氏講演会

に向けた学長へのレクチャー役と、学長への 「県民アピール」 提出と面談の

セッティング役を果たしてくれた。

　三重大学は3月末、 公募説明会に職員派遣せず、事実上今年度は応募

しない姿勢を示した。 4月28日　全学部からの約10名で構成される研究推

進戦略会議は次の議論をしている。 ①応募締め切り1か月前の現状として

本学では声明文に示された審査制度が未整備であることから、 応募を認め

ないことが確認された。 ②審査基準・審査制度を設ける以前の問題として、

三重大学としての方針や姿勢を決定すべきではないか。③大学執行部とし

ての考え方を示したうえで、意見の集約方法や進め方を大学改革推進戦略

会議で検討する。

　5月18日、拡大役員打ち合わせ会議で、学長から「三重大学は応募しない」

と意思表明があった。 5月25日、 学長＋理事・副学長　8名で構成される

役員会において 「応募しない」 ことを決議した。その後6月21日に役員会

＋副学長8名＋学部執行部クラス13名、計 27名で構成される教育研究評

議会で、 役員決定が報告された。

　今後の課題としては、 ①三重大学はまだ 「基本的考え方」 「行動指針」

にあたる文章を持っていない。役員会決議、評議会了解の先に適切な文章

化に至ること、②現在研究担当の理事 （工学部） が防衛省予算の受け入れ

に賛成の様子である。豊橋技科大型の 「解釈改憲的な」 対応を参考にして

原則を切り崩す動きをする可能性がないとは言えず、 これをさせない対応を

図ること、であろう。

　なお、 5月14日科学者会議三重支部総会後に、 県民アピール賛同団体

にも参加を呼びかけ 「軍学共同問題の現状と三重大学」 と題する公開研究

会を行った。発表者のひとりであった理事・副学長から 「三重大学と全国の

動き」 と題して、 大学の置かれた状況と軍事研究に関わってはならないとい

う決意が示された。お話の中に 「市民団体からの要請も功を奏しおおむね

いい方向に進んでいるが、 全学的な意見の集約の方法をいかにするべきか

難しい面もあると言われた。

＊
既
報
の
よ
う
に
25
日
、
明
治
大
学
で
「
学
術
と
学
術
体
制
の
あ
り
方
を
問
う
総
合
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
開
催
さ
れ
、
生
物
資
源
学
部
名
誉
教
授
の
高
山
進
さ
ん
が
三
重
大
学
の
と

り
く
み
に
つ
い
て
発
言
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

　「
三
重
大
学
は
防
衛
装
備
庁

の
研
究
資
金
で
あ
る
『
安
全
保

障
技
術
研
究
推
進
制
度
』
に

は
応
募
し
な
い
」
―
―
先
月
26

日
に
役
員
会
で
決
議
さ
れ
た
内

容
に
つ
い
て
、
先
週
21
日
の
教

育
研
究
評
議
会
で
、
学
長
か
ら

口
頭
で
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
も
そ
も
軍
学
共
同
と
い
う

場
合
、
第
１
に
、
防
衛
用
の
研

究
と
攻
撃
用
の
研
究
の
区
別
は

存
在
し
ま
せ
ん
。
軍
事
に
関
す

る
研
究
は
、
人
間
を
殺
傷
す
る

こ
と
に
目
的
が
あ
り
ま
す
。
大

学
で
お
こ
な
う
べ
き
で
は
な

い
。
第
２
に
、
研
究
成
果
が
研

究
者
個
人
の
業
績
に
な
る
か
ど

う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
軍
事
機

密
の
理
由
で
、
公
開
で
き
な
い

可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
し
て
何
よ
り
も
第
３
に
、

科
学
技
術
の
基
盤
的
経
費
は
、

文
科
省
が
責
任
を
も
っ
て
配
分

す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
文
科
省
が
大
学
の
運
営
費

交
付
金
と
し
て
１
１
０
億
確
保

し
、
そ
れ
を
人
件
費
と
し
て
配

分
す
れ
ば
、
全
国
で
１
１
０
０

名
を
こ
え
る
研
究
者
の
採
用
が

可
能
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
こ
そ

科
学
技
術
の
振
興
が
可
能
と

な
る
道
で
す
。
軍
事
研
究
で
は

な
く
、
人
件
費
を
中
心
と
す
る

基
盤
的
経
費
の
確
保
が
大
切
で

す
。
わ
れ
わ
れ
大
学
人
は
、
政

府
に
人
件
費
を
要
求
し
ま
す
。


